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第一〇八回国労婦人部中央委員会が、十一月六-七日にかけ東京・アジュール竹芝にて開催され全国から多くの婦人部組合員・十人の闘争団員が結集しました。また今回はＪＲ不採用問題解決報告集会が女だから国労だからそんな差別は許さない女のネットワーク主催で開催され、多くの支援団体も参加して盛大に開催されました。
　本部からは栗原執行委員が、国鉄闘争の解決にいたる経過を報告し、青年部からは赤松青年部長、家族会からは柳瀬会長、全労協女性委員会より柚木会長から挨拶を受けました。
❤　加藤婦人部長挨拶
国労の二三年の闘いが、解決という場面を迎えることができた。十名の女性闘争団員が顔をそろえる日を迎えた。この闘いの中で七九名いた女性組合員が五六名となった。
まだ雇用の問題が残っているが、これも個々に対処していく。
ＪＲに働く女性の問題や六〇歳を越えてからの雇用の問題などまだまだ問題は山積みだ。長く健康で働き続けられる職場作りが必要だ。そのためにも組織問題は急務である。二日間の討論で少しでも元気な顔を職場に持ち帰る討論を期待している。
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❤　栗原執行委員挨拶
　裁判上の和解手続は終了している。あとは雇用問題だが、ＪＲ北海道・九州に二〇〇名の受け入れの申し入れをしている。
２４年にわたる闘いの中で政権が民主党になり状況が変わってきている。最大の雇用問題が残っている。今後は地方を回りながら、この問題に穴を空けるべく闘う。
　この二三年の闘いの中で九回にわたるＩＬＯ勧告を勝ち取った。十一月中旬にはお礼の挨拶に行く。自治体決議も全国で八三六議会、一二三二自治体決議を勝ち取ったことは、二三年にわたる運動の積み重ねであった。
　裁判継続のため六名が和解しなかった。我々は、今後は雇用対策に全力を尽くす。
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❤　赤松青年部長挨拶　
　青年部はこの間、八名の組織拡大をしている。点から線へと拡大を広げている。職場の問題点を持ち寄って討論している。昇進昇格試験については、かなりの不満が出ている。差別を証明するために受けてくれといっても受けてもらえない。受けても合格しない。だから受けない。差別を受けても合格する。不合格なら差別だといえる。ジレンマの中での運動だ。
❤　柳瀬家族会会長挨拶
　私は中常にあがって２０年、闘争団とともに二四年闘ってきました。お父さんたちの激励行動に加わって参加したが、わくわくして楽しみでもありました。博多駅の座り込み行動、東京行動。何もいわなければ何も解決しない。私たちは労働を売っているんだ。命までは売っていない。そういう思いで闘ってきた。
　家族会も皆さんと一緒に闘っています。

❤　全労協柚木委員長挨拶
　二三年目で解決でき本当に良かった。私たちも喜びを共有できてうれしい。日本の男女平等はまだまだ不十分である。賃金格差は世界でも注目するほどひどい。これからも同一労働同一賃金を合言葉に皆さんとともに闘っていく。
❤意見いろいろ
東日本　今年も明るく！元気に！学習交流会を開催した。私は第三次広域採用で東京に来て二二年になる。東日本婦人部では、闘争団の婦人の激励に何か形になるものをと一円カンパ活動を続けてきた。今年は盛岡開催だったので解決のお祝いに￥ふかひれスープ」を送った。
北見　雇用問題がまだ解決していない。しかし、国労の婦人部として闘ってきたので、ここまでくることができた。感謝します。ありがとう。

水戸　解決して本当に良かった。解決のニュースを聞いたとき夫と二人で喜びました。裁判だから十年はかかると聞いていたが、二三年は本当に長い闘いだった。何度も「今度こそ解決」という場面もあって、裏切られてきたので解決して良かったと思う。
盛岡　十人の女性闘争団員が、全員そろって解決のお祝いができて本当によかった。一緒に闘ってきた思いは同じだ。東日本婦人部は、折々にはがきや色紙で励まし行動を続けてきた。今回は長野の仲間が欠席だが、昨年新しい女性組合員を迎えることができた。もう一人の仲間作りに頑張りたい。盛岡で、エルダーで働いている仲間がいる。インフォメーションで頑張っている。青森駅には二人の女性組合員がいる。青森新幹線開通時にはどこに配置になるかまだわかっていない。盛岡健診センターには二人の組合員がいる。これから寒くなるが健康診断が続く。暖かい時期にしてほしいと要望がある。
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私は五五歳になるが、この年から新たに切符を売らされている。泊まり勤務も大変だ。国鉄問題については、解決しても国労というつながりを大切にしていきたい。
福島　今回参加して、闘争団の十人に会えてよかった。雇用問題がまだ残っている。年に１回でも集まれる場所を作っていくべきだ。
私は、今年四月からエルダー社員なった。五年契約のビジネスえきねっとセンターのオペレーターだ。四〇数名の社員がいて、そのうち十名がエルダー社員だ。窓口にお客がいるわけではないのでわりといい職場だと思う。
九州　ＪＲ九州病院に二交代の話が出ている。私は門司地域分会にいる。できるだけ自然体で行動している。昨年は名古屋女性組合員が訪問してくれた。雇用問題が解決すれば、国労にはいられなくなる。長年のご支援をありがとう。やっとここまできた。国労組合員の皆さんのおかげでここまでくることができた。婦人部の方には絆をいただいた。

近畿　国鉄闘争の目途がついてよかった。自分も一緒に成長させていただいた。
四国　解決してほんとうに良かった。今はほんとうにほっとしている。十月には愛媛でも報告集会を開いたり、博多と交流した。Ｉさんはエキスパート社員で頑張っている。退職後働き続けることは、自分の治療費も払えるし、お金ももらえるのでいいことだ。

釧路　長い年月闘ってきた。早く私も楽になりたいと考えたりした。

六〇歳の定年以降も働いている仲間がいるのは頼もしいことだ。
高田さんのところに押しかけて、「国労に女はいないの！」と叫んだこと。ハンガーストライキに参加したこと。オルグに行かされ、事業団で闘争を続けていけないでやめていった人たちの気持ちを訴えたこと。Ｈさんと「気がついたら闘争団の中にいたね。」と話し合った。最初はつぎつぎと舞台に上げられたという感じだった。物販やカンパを通じて年々強くなった。泣かないで話せるようになった。婦人部があって、支えられて、解決できた。感謝している。
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❀今回の委員会は、長年の国鉄逃走が解決した喜びでいっぱいでした。今後は雇用問題で闘います。最後まで団結して頑張りましょう。
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